
振興局と市町・ＪＡ等の関係団体２９名が参加 

農業農村整備事業の動向について話題提供 

 令和４年度農業農村整備事業情報連絡会議を開催しました  
 

 

令和４年１１月１０日（木）、「農業農村整備事業

情報連絡会議」を北海道立総合研究機構 酪農試験

場で開催しました。 

地域を支える農業農村整備について、振興局と市

町・ＪＡ等の関係団体が一堂に会し、種々の情報や

課題意識を共有し、意見交換を行うことで、さらな

る連携強化を図ることを目的としています。 

 

振興局からは令和５年度国の概算要求や、先日、

閣議決定された令和４年度第２次補正予算の概要、

また、再評価にかかる公共事業評価委員会での主な

審議内容や、農業農村整備事業を契機とした地域振

興事例集の紹介等について話題提供を行いました。 

また、振興局と地元とが今まで以上に連携し、その取り組むべき姿・流れを『見える化』

した“新たな計画策定のあり方・スケジュール”についても、協力への理解を求め、計画策

定前に行っている３回の農家聴取りについて、改善等の可能性についても意見を交わしまし

た。 

その他、多面的機能支払交付金を活用した共同活動での安全対策の徹底や、草地整備にお

ける施工時期平準化の状況報告、さらには近年、増加傾向にある事業費等の動向や、団体営

事業の内容・採択要件などについて、各担当者から説明がありました。 

 

 

頻発・激甚化している大規模自然災害を踏まえ、

「根室振興局災害対応連絡会議」もあわせて開催し

ています。 

発災時の連絡体制・役割分担について示した根室

振興局農村振興課災害対応マニュアル（令和２年策

定）」で、被害調査に必要な資機材リストの更新や、

土取場・土捨場等を示した位置図を整理したこと、

また今年７月に関係市町・ＪＡと実施した“初動対

応訓練”後のアンケート結果など、市町・ＪＡ等構

成員の方々と共有を図りました。 

 

 

食料供給地域として、北海道の役割はますます大きくなっています。引き続き、顔をあわ

せながら地域の声をしっかり聴き取り、農業農村整備を計画的・効果的に推進していく考え

です。 


